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小児胃液の研究
第 2編 ヒスタミシ法による健康JI¥児の分割採取胃液の研究発
水戸赤十字病院〈院長児玉琢四郎博土〉
(水戸赤十字病院小児科医長 山田正哉陣士〉
井-上通 
  
TORUINOUE 

昭和 30年 10月30日受付

第 1章緒 =ー‘日
胃液の分泌機転として Edkins(l)(1906)は Gastrin説を唱え， Sacks，Ivy，Burgess及
び Vandolah(2)(1932)は Gastrinが Histaminと同一物だろうと推論した。叉， Lim et 
alめ (1923)及び Osborri(竹 (1928)は Histaminにより隣液の十二指腸内分泌は減退し，十
二指腸液は胃内へ逆流せず，叉胃内内容も十二指腸内へ排出されぬため胃分泌の真相を知るに
は最も好都合であると述べたO 更に Klumpp及び Bowie(5)(1933)は Ewald食及びアJレ
コ{ル誠験飲料と較べ，同一人で、 Histamin法が最も高い酸度を示したと云っている。
以上三つの理由より Histaminは宵分泌刺激とじて生理的，理想的及び最強の物と云い得
ると思う。其の刺激物質に胃液分泌充進作用有る事を認めたのは Popiels知的 (1920)で， 
Carnot，Koskowski及び Libert(7)(1922)が胃液分泌検査に応用した。其の後 Harmelin(8) 
(1925)，Neale(9) (1930)，Dietrich及び Shelbyく10) (1931)，Richard D. Cutter(ll) (1938) 
等の Histamin法による小児胃液の成績が発表されているが， 未だ同一検者， 同一方法によ
る乳児より思春期に到る一連の小児胃液の研究は少く， 叉吾国でも Ristm.in法による小児胃
液の詳細なる研究は少い様であるO 著者は 1953年 6月より Histamin注射による乳児より思
春期に到る一連の開液検査をしJ仰か知見を得た‘ので、絃に報告する次第であるO
第2章検査材料 ，し，治癒後胃腸障碍なぐ退院前日の岩を用いた。 
第1節 胃液分泌刺激剤 3.年令及び例数
ヒスタミン液:日東薬品工業株式会社製造の注射 満4カ月より満 16年に到る 66例(男 31例，司女
液ヒスタ~ (1 cc中ヒスタミシ O.5mg含~有〉を使用 35例〉で延89回である。
した。 、 第3章検査方法
第2節健康小児 1.使用器具、
1.人工栄養児 第1編と同じ器具を使用した。

第1編に記載した乳児を用いた。 2.刺激液使用量
 
2.母乳栄養児及び其の他の健康小児 、 体重当 kgO.05mg (体重 10kgに就いて注射液 1
昭和 28年6月より昭和 30年3月迄に当科に入院 GC)を使崩したι
持なお本稿の要旨は昭和 29年5月第57回目木小児科学会総会及び昭和 30年5月第58回日本小
児科学会総会に発表した。
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表 1 刺激液注射後90分迄の胃液分泌量 
5 
前処置及び採取法は第 1編に同じなるも，刺激液
はヒスタミン注射であり， 注射後 15分毎に 2時間
迄全液を採取分注した。
第 2節 胃液分泌量測定法
採取時に使用した注射筒の目盛りを規準として各
国毎に分泌量を測定した。
第 3筒i 胃液酸度測定法
第 1編に記載した通りである。
第 4節塩酸分泌量測定法
胃液の酸度と分泌量から塩酸分泌量の等量を知る
方法を採用し，次式によって求めた。
胃液酸度〈臨床単位)x胃液分泌量(リットノL単
位)=塩酸分泌量 (m.Eq.) 
第 5節 pH測定法
第 1編に記載した通りである。
第 6節 ヒスタミシ当 kg使用量菱化
による胃液分泌能力の愛動
同一人 5例に就いて各人に 3日間連続同一条件の
下の早朝空腹時にヒスタミシ'当 kg0.01 mg， 0.03 
mg及び 0.05mgの各量を注射後， 15分毎に胃液を
採取し，胃液の酸度，分泌量，塩酸分泌量及び pH
を測定し比較検討した。
第 7節 ヒスタミシ法とカフェイシ法
の胃液分泌能力比較
同一人 22例(男 8例， 女 14例〉に就いて， 2日
間同一条件下の早朝空腹時にヒスタミン法(当 kg 
0.05mg注射〉とカフェイ γ法 (0.1%含有カフェイ
シ液使用〉とを各 1回宛施行し，各人の最高酸度及
び最高酸度に達する時間に就いて比較検討した。
。
。 
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3.採取方法
7 21 7 8 2 53例 
cc，学令期 16cc，思春期 26ccであった。乳児期で
は寸支に前液量少き者多く全く採取不能の者も屡々
認められたが，思春期には前液量が 60cc以上に及
ぶ者も認められた。 
2.刺激液注射後90分迄の総分泌量
総分泌量を正確に測定し得、た 53例の成績は表 1
の如くで，最少量は 5cc (乳児期)，最大量は 198cc
(思春期〉で， 平均分泌量は乳児期 9.5cc，幼児期 
59.8cc，学令期 108.1cc，思春期 118ccであった。
第 2節胃液酸度
1.乳児胃液酸度
乳児5例(男:4カ月 1例， 9カ月 1例。女:5カ
月 2例， 11ヵ月 1例〉の最高，最低及び平均酸度は
遊離塩酸度及び総酸度のJI慎に 45度， 63度 (11ヵ月
女);2度， 15度 (5カ月女〉及び 19.4度， 31.8度
で，全例中低酸は 3例で最も多く，過酸，正酸は各 
1例宛，無酸は 1例も認められなかった。 
2.全小児期の胃液酸度
最高，最低及び平均酸度は表2の如くで，遊離塩
酸度，総酸度のJI買に 117度， 124度(学令期)， -21 
度， 2度(思春期〉で， 平均値は表の如く学令期迄
は年令と共に増加し，思春期に低下する傾向にあっ
た。
一方胃液酸度を過酸，正酸， fJf酸，無酸に分類す
表 2 健康小児の胃液酸度
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第 4章検査成績
第 1節胃液分担JD量
1.刺激液注射前の胃液量
各小児期別の平均前液量は乳児期 2cc，幼児期7 
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表 3 健康小児の胃液酸分布
計 1主尽き|過酸|正酸|低酸|無酸 
1 
11 
19 
6 
抑制 
1 3 。 5 
8 
6 
4 
1 
2 25。26 
1 2 1 10 
“13 
ると表 3の如くで，乳児期は低酸が多かったが，幼
児期以上は過酸が多く，全 66例中 37例 (56%)が
過酸で，次が正酸，低酸，無酸の}I買であったも 
3.性別による胃液酸度の差
男女別の最高，最低及び平均酸度は表 4の知く
で，男は女より一般に高い酸度を示す様で、あった。 
4.刺激液注射・後最高酸度に達する時間
成績は表 5の如くで，会例中 30分が 36%で最も
多く， 60分， 45分， 15分， 90分が之に次ぎ，刺激
後 30分から 60分の問に全例の 84.3%が最高酸度
に達した。
表 4 健康小児胃液酸度の男女別表
女 見1男 児
平均値最高 最 低 平均値最 両 最 低子主遊塩|総酸 遊塩|総酸 遊塩|総酸 遊塩|総酸遊塩|総酸 |遊塩|総酸
32.6 63 228 40 13 21 20.5 
91 
45 15 18.6 30.5 
48.3 62.9 92101 -12 9 81 6 50.517 37.0 
68.0 80.0124 17 114 129 27 64.3 75.6117 31 43 
100 71.0 -21116 28 39 59.4 90 98 2 33.5 53.5 
表 5 刺激液注射後最高酸度に達する時間 
(89例〉
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表 6 健康小児の胃液塩酸分泌量
嗣値|最低値|平均値 
0.360 1 0.003 1 0.103 
m.Eq.-m0.0.7E5q.m.8E2q.‘
2.640 1 -0.075. I 0.9 
Q I Q I Q 
1/ I 1 I ，Q 
5.670 1 -0.06 1 1.407 
11 1.11 11 
第 3節胃液塩酸分泌量
全例中の最高，最低及び平均塩酸分泌量は表6の
知くで， 最高値は 7.56m. Eq. (学令期)， 最低値
は-0.075 m. Eq. (幼児期〉で，平均値は平均酸度
と同様傾向で，学令期に最高に成ってし、た。
第 4節胃液の pH
刺激後最高酸度を示した胃液の、 pHは1.0(学令
及び思春期)--6.6 (思春期〉で，就中1.0-2.5が多
く，乳児でも1.5--2.8であった』一般に第 1編カフ
ェイン法の成績より低い pHを示した。
第 5節 ヒスタミシ使用量愛化に
よる胃液分泌能力の愛動
当 kg0.01 mg， 0.03 mg及び 0.05mgの各使用
時の各人の総分泌量， 1回最高分泌量， 最低 pH，
最高遊離塩酸，最高総酸度及び最高塩酸分泌量は図 
1の如くで，第 3例の 1回最高分泌量以外はすべて
ヒスタミシ使用量増加につれて増量(但し pHは低
下〉する様であった。
特に当 kg0.03mgと当 kg0.05mgの各注射時
の各値の差は甚だ工い岩が多く，就中第 4例は 0.03 
mgの時は無酸で， 0.05mgの時は正酸に成って，い
た。
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図1. 同一人のヒスタミシ当 kgO.O1， 0.0 (全 5コ旧 0.0ω3， 何5mg注射射.時の胃液各値の比
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表 7 同一人のカフェイシ法及びヒスタミ Y法による胃液酸度 (22例〉 
カフェイシ法 ヒスタミシ法
最高最低平均値
遊塩|総酸遊塩|総酸遊塩|総酸 |遊塩|総酸遊塩|総酸遊塩|総酸写手
34 34.2 8960 27 76 26 48.642495 胡 ~I 
58.1 69.612 18 114 129 12109 56 70.2909期)幼思〈学E(1613~~16136才才〉児令春  
6 15 50.3 62.5 100 2ー0131 116 18 46.81178 
第6節 ヒスタミシi患とカ 図 2. カフェイシ法とヒスタミン法の酸度比較
フェイシ法の胃液分泌 (各時間の平均値) (同一人 22例〉
能力の比較 i∞ カフ イン法 己スタミン法A
1.各人の刺激後最高酸度の比較
9m 
全 22例の両方法による最高， 最低 80 
及び平均酸度は表7の如くで，幼児期 70 。， ，--e 唱俳 
1000000654321及び学令期はヒスタミシ法の方が高酸
度を示しているが，思春期はカフェイ
シ法が高酸度を示している。
倫ほ 5度迄を酸度測定上の誤差とす
ると，ヒスタミシ法が高酸度を示した
者が 12例，両方法が略々同じ者が5
例，カフェイシ法が高い者が5例であ
e ' '  
グ 120" 1伺30 1/ 45 1/ 6011分15前9011120)/301145 60ρ分15前った。 
2.刺激後の各時間毎酸度の平均曲
線による比較
:ニ:霊議酸震)幼児期;二議畠酸震)学令期
-x総酸度!思春期 

図2に示す如くで，各小児期共にヒ 一一
ー
×遊離塩酸度j
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スタミシ法が高<，特に幼児期で其の差は著明であ
慎1った。(両方法の酸度差は遊離塩酸度及び総酸の
に， 幼児期:22.6度及び 29.3度， 学令期:8.7度及 
び20.5度，思春期:11.9度及び 14.4度であった。) 
3.刺激後最高酸度に達する時間の比較。
ビスタミ r法及びカフェイシ法の時間は，幼児期
では 30分及び 60分，学令期では 30分及び 90分， 
思春期では 45分及び 90分で，要するにヒスタミ y 
法では 30~45 分，カフェイシ法では 60~90 分で最
高酸度に達する様に思われる。
第5章者 按
第l節ヒスタミシ使用量
Harmelin仰(1925)はヒスタミシを当 kg0.05 
mgの割合で使用し，生後 15日より 24カ月迄の乳 
、児胃液の分割採取を行い，刺激後 1時間乃至1時間
半後に最高酸度に達したと発表じたが，其の後の研
究では其の様に遅延せる結果は見られなかった。叉
Nea]e(9) (1930)は6カ月 --12年の小児の成績よ
り2才以下は 0.15mg，4~6 才は 0.2 mg，10--12才
は0.3mgと定めた。
一方 Dietrich及び Shelby(lO) (1931)は4--12 
才の 14例の成績より，其の注射量は 4~12 才で
0.25mg，更に小さし、小児量は体重lOkgに就き 0.1 
mgが適当であると述べている。
Richard D.・Catter(l1)(1938)は生後 10日より
4才に到る 72例の小児に就き， ヒスタミシ当 kg 
0.01 mg及び 0.02mgの各量を使用した成績から小
児には当 kg0.02mgの刺激量が適当と定めた。之
は Dietrich及び Shelbyと同量で， Nealeより
は多少寡く成ってしる。叉最近慈恵医大外科大井教
授(12)はヒスタミシ当 kg0.1 mg，0.05 mg，0.01 mg 
注射時の成人の胃液分泌に就き研究し， 当 kg0.1 
mgは人体に加え得る最高刺激で実施例中には時に
はショック状態に成る者もあるが， 当 kg0.05mg 
では全く危険性がないばかりか，若し胃に器質的な 
病斐〈即ち胃癌， 胃潰揚等〉がなければ当 kg0.1 
mg使用時に較べ著明な差異がないと述べている。
以上主り小児に加え得る安全且つ最強なヒスタミ 
y量として当 kg0.05mgを採用した。
第 2節胃液分泌量
1.刺激液注射前の胃液量。 
Hess(13) (1913)は生後 18時間以下の新生児 52
例の空腹時胃液量は約 10cc程度だと述べている
が，著者の例では乳児の早期空腹時の前液は採取不
能の者が多く，年令増加と共に増加する傾向にあっ
た。 
最近，空腹時の前液は W. Scott Polland及び
Arthur H. Bloom包eld(14)により BasalGastric 
Juiceの呼名で再検討され其の酸度及び分泌量は重 
要視される様に成って来たが，少くとも乳児では無
刺激時の胃液は採取が極めて困難で， Basal Gast-
.ric Juiceの意義は少し、様に思われる。
2.刺激液注射後 90分迄の総分泌量。
総含泌量も年令増加と共に増量する傾向にあり，
叉酸度も年令と共に増加する傾向にある故，酸度と
分泌量とは一応併行する様にも思われるが，各個人
各時間毎の採取量は酸度とは必ずしも併行するとは 
云い難く，之はヒスタミシ当 kg0.02mg使用時の 
Richard D. Cutter(l1)(1938)の成績と略々一致
するものとJ恩われる。なお著者の例では大量の分泌
量あるにも拘らず無酸の 1例(思春期，女児〉が認
められた。 
第 3節胃液酸度
1.乳児胃液酸度 
5例の乳児で過酸，正酸の各 1例があり，解、酸が
1例もなかったとしづ事は従来の試験食餌(母乳，午
乳，オ{トミール，エワルド食等〉による成績(第 
1編参照〉とは遥かに異るもので， 乳児でも刺激量 
が充分且つ分割採取によれば殆んど成人に近い酸度 
の胃液を分泌し得るものと思われる。 
2.全小児期の胃液酸度。 
ヒスタミシ当 kg0.05mg注射時は過酸が最も多
く，特に学令期で其の傾向が最も強く，次が，思春期，
幼児期及び乳児期のJI闘であった。
叉，各小児期の.平均酸度も年令と共に増加し，学
令期が最高で思春期に明らかに低下する傾向の様で
あった。
ままで著者の成績を略々同様方法によると息われる
Richard D..Cuttter(l1)(19δ8)のヒスタミシ当 kg
0.02mg使用時の 4才以下の小児 72例と比較する
と表8の知くで，遊離塩酸度及び総酸度のJI聞に乳児 
では 5.6度及び 7.0度，幼児では 8.0度及び 7.5度だ
け彼の成績が高い酸度を示してし、る。Jfpち第 1編の
ニカフェイシ法と同様にヒスタミ Y法でも本邦小児は
欧米小児より胃液酸度は低く成ってし、る。
叉 Bloomfield及び Polland(15)(1930)は 15才 
--75才の健康人 100例の成績より，思春期から老年
期ιかけて胃液酸度は直線状に低下する事を認めて
いるが，著者の成績も思春期に学令期より酸度が低
下し，彼の成績と同様な一面を表わしている知くで
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表 8 従来の報告者との比較 即ち塩酸の分泌量に疾病別の差異がある為で，疾病 
成った。
著者の成績では塩酸分泌量は胃液酸度と同様に学 
37.0 令期迄は年令と共に増加し思春期に低下する傾向に
あった。なお乳児期では胃液酸度は高くとも分泌量
が少い為に塩酸分泌量が少い例多く，思春期では分
年
上(ヒスタミシ perkg0.05 mg) 
30.0 
57.6 
井
、乳'児期 
(2月--1年〉
幼児期 
(1--6年〉
あった。之は第1編にも述べた如く，第2次性徴に
伴う自律神経の安調が相当に影響するものと思われ
る。
3.性別による胃液酸度の差。
一般に男は女より高い酸度を示し，各小児期中で
最も高い学令期の酸度とそれより低い思春期の酸度
の差は， 男では遊離塩酸度で 8.6度， 総酸度で 9.0
度，女では遊離塩酸度で 20.8度，総酸度で 22.1度
で女の方が著明であった。即ち一般に第2次性徴に
よる自律神経の恋調が女に著明なところより， 第 2
次性徴による自律神経の斐調と胃液酸度の菱化の聞
に密接な関係がある事は容易に推定し得るものと息
われる。 
4.刺激液注射後最高酸度に達する時間。
Harmelin仰(1925)はヒスタミ Y刺激で最高酸
度に達する時間を 1時間乃至 1時間半とし， Dietr4 
ich及び Shelby(lO) (1931)や RichardD. Cutt-
er(ll) (1938)は30分としてい『る。著者の成績では 
刺激後 30分で最高酸度に達する例が最も多く，其の
他の例も 60分迄には最高酸度に達する様で、あった。
第 4節胃液塩酸分泌量
各疾病別の酸度に差異を生ずるのは壁細胞性分泌
担lD量が多くとも胃液酸度が低い為tこ;塩円安分泌量が少
し、例が認められた。
第 5節胃液の pH
第 1編のカフェイン法では乳児胃液'pHは1.6--
4.0が普通で，本編のヒスタミ'Y法でも乳児 5例全
部が1.5---2.8で、あった。即ち乳児胃液もベプシシ消
化の至適 pHに成り得るものと思われる。なお全例
を通じては pH 1.0---2.5が多く，就中1.0---2.0が過 
半数で，ヒスタミシ法の胃液の方がカフェイシ法の
それより低い pHを示す様に息われる。文胃液酸度
と pHは併行して褒動する為め pH測定のみで胃
液酸度(臨床単位〉を階、々推定し得るものと思われ
る。
第 6節 ヒスタミシ使用量愛化に
よる胃液分泌能力の愛動 
Richard D. Cutter(ll) (1938)は小児9例でヒ
スタミン当 kg0.01 mg及び 0.02mgを使用した結
果，胃液酸度では両者間に著明な差異はなく，叉胃
液分泌量は刺激量ぷ多い場合に増量する傾向にあっ 
たと報告している。著者の例では図 1に見る如く第
3例の 1回最高分泌量以外は総てヒス.タミ Y量の増 
加につれ増加(但t.pH は低下〉していた。就中当 
kg 0.03mg及び 0.05mg各使用時の胃液各値の間
には著明な差異が認められ，健康小児の胃液分泌能
力を知るには少くとも当 kg0.05 mgのヒスタミシ
注射刺激を使用すべきであると思われる。.
なおヒスタミシ使用時の皮膚の潮紅，脈捧増加及
表 9 ヒスミシ〈当 kgO.05mg)使用時の副作用
五百喧 宮 O ♀ 15才前 11571'130分 145分 岩 O ♀ 14才前 11判 3州 45分 松 0 ♀ 14才前 11571'130分 145分
皮(顔膚及び潮頚音ln紅 +十 * + 一 てト 十ト + 一 + 十 + 
頭 痛 一 一千 十 一 一 + + 一 + + 一
脈 棲 84 108 93 80 90 105 96 84 90 120 110 90 
呼 吸 数 24 18 24 21 21 24 30 24 21 21 
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び軽度頭痛等の副作用は使用量の増加につれ多少増
加する様であった。ヒスタミシ当 kg0.05 mg注射
時の副作用を調査した 3例を一括すると表9の知く
であるが，特に危険を感ずる程の副作用は認められ
なかった。
第 7節 ヒスタミン法とカフェイ y法
の胃液分泌能力の比較
一般にヒスタミジ法(当 kgO.05mg注射・〉の方
がカフェイシ法 (0.1%含有液飲用〉より強く，殊
に幼児期で其の傾向は著明で，幼児期の小児はヒス
タミシに敏感な様に思われた。
叉刺激後最高酸度に達する時間はヒスタミシ法が 
カフェイシ法より早く，略々前者の所要時間は後者
の1/;1，であった。之は前者が注射，後者が服用の違
いと思われる。 
第 8節全実脆例の胃液の再検討
全例の分割採取胃液の各時間毎の遊離塩酸度，塩
酸分泌量及び胃液分泌量の平均値をとり，其の時間
的推移を表わしたのが図 3である。
各小児期共に遊離塩酸度及び塩酸分泌量は併行し
て増減し分泌量も略々併行する様ではあるが，前二
者の関係程密接でない様に思われる。なお各小児期
の最高遊離塩酸度，塩酸分泌量及び胃液分泌量は乳
児期 17.6度， 0.094 m.Eq.及び 4cc，幼児期 55度，
及び O.73m. Eq.及び 16cc，学令期 57度， 1.51 
m. Eq.及び 27cc，思春期 39.度， 1.270 m. Eq.及
び 25ccで，各値ともに学令期迄は増加し，思春期
に低下する傾向にある。
図3. 健康小児各期の遊離塩酸度，分泌量及び
塩酸分泌量 (mEp)の平均値曲線 
BMEQ 農a乳児期 b綿織 C 学側‘ d思糊
晶 90i2 
80 
70 
印ト1
第 6章結 語
ヒスタミン法によ;5小児 66例(男 31例，女お例)の胃液分割採取を施行し， 次の様な結
果を得た。 
1. ヒスタミン当 kg0.05mg注射の場合。 
A. 	 胃液分泌量:早朝空腹時の刺激前に乳児期では 2CC， 幼児期では 7CC， 学令期では 
16CC，思春期では 26ccで，刺激後 90分迄の総分泌量は乳児期では 5--10cc，幼児期
以後は 50--100ccであり，年令と共に増加する。 
B. 胃液酸度: 1.乳児期では低酸，ー幼児期以上では過酸が最も多かヲた。 2.最高酸度は
遊離塩酸度 117度?総酸度 124度(学令期)，最低酸度は遊離塩酸度-21度，総酸度 2度
(思春期)で，一般に学令期迄は年令と共に上昇し，思春期に低下する傾向にある。 
3.男は女より高い酸度を示したO 
C. 刺激後 30--60分で全例の 84.3μ が最高酸度に達し，就中 30分が最も多かった。
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D. 塩酸分泌量:最高値は 7.56m.Eq. (学令期)，最低値は -0.075m. Eq. (幼児期)
で，胃液酸度及び分泌量と併行し変動する。 
E. pH:乳児期では 1.5--2広全小児期を通じては 1.0-，2.0が過半数を占め，胃液酸度と
相関関係をもって変動する。 
II.同一例ではヒスタミン当 kg0.01，0.03，0.05 mgと使用量増加するにつれ胃液分泌量，
遊離塩酸度，総酸度及び塩酸分泌量は増加し， pHは低下したO 
m.同一例ではヒスタミン、法はカフェイ χ法より高い酸度を分泌し，特に幼児期に其義は著
明であったo
1V.ヒスタミン当 kg0.05mg注射では軽度頭痛， 皮膚の潮紅以外に何等危険な副作用な
く全例安全に施行し得た。
木稿を終るK臨み，終始御懇篤なる御指導御鞭捷を賜わり且つ御校関を厚うせる千葉大学医学
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